
※本案内は仏教文学会ホームページ

（http://bukkyoubun.jp/）にも掲載しております。

■ ＪＲ京都駅から

• 地下鉄烏丸線「北山駅」下車、正門まで南へ約 600m

• 地下鉄烏丸線「北大路駅」下車、南門まで東へ約 800m

• 市バス 4 番(上賀茂神社行)「北園町」下車、正門まで西へ約 300m

• 市バス 205 番(四条河原町経由北大路バスターミナル行)、

206 番(東山通経由北大路バスターミナル行)

「府立大学前」下車、正門まで北へ約 350m

■ 京阪出町柳駅前から

• 市バス 1 番(西賀茂車庫行)「府立大学前」下車、正門まで北へ約 350m

• 市バス 4 番(上賀茂神社行)「北園町」下車、正門まで西へ約 300m

• 京都バス 32 番(広河原行)、34 番(静原城山行)、35 番(市原行)

「府立大学前」下車、正門まで北へ約 350m

※ 37 番（雲ヶ畑岩屋橋行）は、平成 24 年 3 月 31 日で運行終了。

■ 四条河原町から

• 市バス 4 番(上賀茂神社行)「北園町」下車、正門まで西へ約 300m

• 市バス 205 番(北大路バスターミナル行)「府立大学前」下車、

正門まで北へ約 350m

交通アクセス

※下記のホームページでも御覧いただけます。

「京都府立大学への交通手段」

（https://www.kpu.ac.jp/contents_detail.php?co=cat&frmId=28&frmCd=8-3-1-0-0）



二
〇
一
九
年
度 

仏
教
文
学
会
四
月
例
会 

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》「
蔵
書
解
析
と
し
て
の
聖
教
調
査
❘
覚
城
院
と
新
安
流
を
例
と
し
て
❘
」 

 

寺
院
所
蔵
文
献
の
悉
皆
的
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
大
量
の
書
誌
情
報
は
、
そ
れ
ら
を
分
析
す
る
事
で

多
く
の
新
知
見
を
生
み
出
す
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
香
川
県
三
豊
市
に
所
在
す
る
覚
城
院
で
の
調
査
か

ら
、
近
隣
寺
社
と
の
関
係
や
、
浄
厳
和
尚
を
祖
と
す
る
真
言
宗
の
一
流
派
、
新
安
流
の
展
開
に
関
す
る
内
容

を
取
り
上
げ
る
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
個
の
新
出
資
料
や
伝
本
の
紹
介
が
中
心
の
研
究
か
ら
、
蔵
書
全
体
の
傾
向
分
析
を
基
本

と
し
た
寺
院
蔵
書
調
査
の
在
り
様
を
提
言
し
て
い
き
た
い
。（
中
山
一
麿
） 
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道
隆
寺
僧
宝
厳
関
連
聖
教
に
み
る
新
安
流
の
讃
岐
伝
播
の
一
端 

桃
山
学
院
大
学
共
通
教
育
機
構
契
約
教
員 

向
村
九
音 

                                                     

 

宝
厳
（
一
六
六
五
～
一
七
三
二
）
は
讃
岐
に
生
ま
れ
、
道
隆
寺
宥
運
の
資
と
な
り
、
自
身
も
道
隆
寺
明
王

院
に
住
し
た
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
～
同
十
二
年
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）、
享
保
三
年
（
一
七
一

八
）
な
ど
に
霊
雲
寺
に
随
侍
し
、
浄
厳
自
筆
本
を
含
め
た
多
く
の
典
籍
を
書
写
し
、
讃
岐
へ
も
た
ら
し
た
点

で
注
目
さ
れ
る
僧
で
あ
る
。 

本
発
表
で
は
宝
厳
の
聖
教
書
写
活
動
と
宝
厳
写
本
の
伝
来
に
つ
い
て
整
理
し
、
新
安
流
の
讃
岐
伝
播
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
宝
厳
書
写
系
統
の
聖
教
は
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
弥
谷
寺
、
金
刀
比
羅

宮
、
善
通
寺
、
覚
城
院
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
寺
院
に
伝
来
し
た
。
そ
の
中
で
、
宝
厳
生
存
時
の
動
き
を
捉

え
れ
ば
、
宝
厳
は
金
刀
比
羅
宮
金
光
院
宥
山
と
交
わ
り
が
あ
り
、
宥
山
の
新
安
流
聖
教
蒐
集
に
寄
与
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
弥
谷
寺
雲
阿
や
恵
光
寺
慧
濬
も
宝
厳
写
本
な
い
し
書
写
系
統
の
本
を
多
く
写
し

て
い
る
が
、
特
に
後
者
は
金
刀
比
羅
宮
の
お
膝
元
に
位
置
す
る
香
積
山
恵
光
寺
を
灌
頂
道
場
と
し
て
復
興

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
金
刀
比
羅
宮
を
と
り
ま
く
地
に
お
け
る
新
安
流
の
興
隆
の
中
に
、
宝
厳
聖
教
の
展
開

を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

近
世
期
の
覚
城
院
蔵
書
の
集
積
と
関
連
寺
院
❘
覚
城
院
蔵
『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
を
て
が
か
り
に
❘ 

 
 

 

四
国
大
学
非
常
勤
講
師 

平
川
恵
実
子 

  

讃
岐
西
部
に
位
置
す
る
覚
城
院
が
所
蔵
す
る
『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』（
香
川
県
編
『
香
川
県
史 

第

十
巻 

資
料
編 

近
世
資
料Ⅱ

』
四
国
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
）
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
か
ら
明
和

六
年
（
一
七
六
九
）
に
行
わ
れ
た
覚
城
院
に
お
け
る
灌
頂
の
記
録
で
あ
る
。
三
等
・
智
体
・
無
等
・
増
明
と

い
う
四
人
の
覚
城
院
住
職
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
灌
頂
の
種
類
、
年
月
日
、
灌
頂
を
受
け
た
僧
の
所
属
寺
院
や

在
家
信
者
の
在
所
、
人
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
讃
岐
の
寺
院
に
所
属
す
る
僧
や



讃
岐
在
住
の
人
々
で
あ
る
。 

 
一
方
、
覚
城
院
に
現
存
す
る
聖
教
の
奥
書
か
ら
は
、
讃
岐
内
の
諸
寺
院
の
他
、
伊
予
東
部
の
三
角
寺
、
実

報
寺
、
徳
蔵
寺
、
宝
積
寺
や
、
阿
波
の
願
勝
寺
、
西
福
寺
と
い
っ
た
四
国
の
寺
院
の
ほ
か
、
備
中
の
蓮
台
寺
、

摂
津
の
神
呪
寺
、
高
野
山
な
ど
と
の
つ
な
が
り
が
確
認
で
き
る
。 

 

本
発
表
で
は
、『
当
院
灌
頂
修
行
之
記
録
』
と
、
現
存
す
る
覚
城
院
の
聖
教
に
記
さ
れ
た
寺
院
や
僧
名
を

照
ら
し
合
わ
せ
、
覚
城
院
に
所
蔵
さ
れ
る
豊
富
な
典
籍
が
他
寺
院
と
の
ど
の
よ
う
な
関
係
性
の
下
で
集
ま

っ
て
き
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
探
り
た
い
。 

 

覚
城
院
に
お
け
る
新
安
流
の
展
開
❘
無
等
止
住
期
を
中
心
に 

 
 

 
 

 

大
阪
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師 

柏
原
康
人 

 

寺
院
に
伝
存
す
る
古
典
籍
の
多
く
は
、
そ
の
寺
院
に
関
わ
る
僧
侶
の
修
学
の
た
め
に
蓄
積
さ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
古
典
籍
を
繙
く
こ
と
で
、
寺
院
と
そ
の
周
辺
で
展
開
さ
れ

た
修
学
の
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
発
表
者
は
、
拙
稿
「
金
光
寺
僧
行
範
の

修
学
―
覚
城
院
蔵
金
光
寺
旧
蔵
聖
教
を
中
心
に
」
（
『
覚
城
院
資
料
の
調
査
と
研
究
〈Ⅰ

〉 

寺
院
文

献
資
料
学
の
新
展
開
１
』
（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
九
年
刊
行
予
定
）
所
収
）
に
お
い
て
、
覚
城
院
に
蔵

さ
れ
る
金
光
寺
旧
蔵
聖
教
（
百
六
十
点
超
）
に
着
目
し
て
、
覚
城
院
末
寺
で
あ
る
金
光
寺
の
住
職
で
あ

っ
た
僧
行
範
の
修
学
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
拙
稿
で
は
、
金
光
寺
と
い
う
地
方
寺
院
の
末
寺
に
お
い
て
、

行
範
を
中
心
に
新
安
流
を
主
軸
と
し
た
修
学
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

そ
の
一
方
で
、
行
範
が
活
動
し
て
い
た
時
期
の
覚
城
院
（
＝
三
等
・
智
体
・
無
等
止
住
期
）
に
お
け

る
修
学
や
新
安
流
の
流
入
と
展
開
に
つ
い
て
は
論
の
中
で
少
し
触
れ
た
に
止
ま
り
、
そ
の
実
態
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
覚
城
院
に
お
け
る
修
学
活
動
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
本
寺
（
覚
城
院
）

に
お
け
る
修
学
活
動
と
末
寺
（
金
光
寺
）
の
修
学
活
動
と
を
合
わ
せ
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
覚
城

院
と
そ
の
周
辺
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
修
学
の
様
相
を
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
発
表
に
お
い
て
は
、
無
等
止
住
期
を
中
心
に
覚
城
院
に
お
け
る
修
学
と
新

安
流
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 


